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子モデルを提案した。4 項格子モデルを用いて，要素技術研究と装置開発の 2 段階からな
る研究開発で，それぞれの段階で異なる技術的成功確率を持つ開発プロジェクトの価値評
価を行ったところ，提案した手法によって研究費，開発費と成功確率との関係から，投資
価値を最大化できる研究開発戦略の構築を支援できること，あらかじめ開発と商品化の中
止条 
 
№ 4 
件を明確化できることから，プロジェクト開始後に開発しても商品化によって収益が期待
できないプロジェクトの投資の中止を容易に行えることを明らかにした。 
以上の研究結果から，今日の日本企業の研究開発部門には，市場と技術の感知能力と感知
した変化への対応能力が必要である。本研究では対応能力と感知能力を高めるために，そ
れぞれ組織のダイナミック・ケイパビリティーの向上と研究開発テーマのリアルオプショ
ン法による意思決定力の向上が有効であることを示すとともに，今後の研究課題を抽出し
た。 
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